
北山杉の家

近年、京都で初めて木を曲げて積層した梁を使用して建築が作られた。木曲げ梁に使われる木材は後の歪みや、伸び縮みを防ぐため建築を建てる地
域で育ち環境に順応している木材を使うことが望ましい。原産地の木材でしか作れない新たな木造空間を作り上げ、地産木材の需要を上げていく。

10 組の人々による分散所有型の週末住宅を京都の美しい山の中に設
計する。敷地は北山杉に囲まれた原産地で、地産地消だからこそ可能
な施工方法を木造で行うことで、新しい国内木材の使い方を考える。

北山丸太は茶室などの空間で床柱から構造材まで広く使わ
れてきた。茶室空間の特徴である自然素材や簡素さを用い
て、千利休が追及した「不足の美」のような空間を目指した。

■ STRUCTURE

①曲げ梁に対応した面を作る ②全体から使用する面を切り取る ③梁と垂木がねじれなように配置 ④梁と垂木を屋根面で切り取る ⑤柱と短手の梁を加える

梁の曲率を一定にするため、梁の曲線は正円から切り取った曲線を 1/10 屋根
勾配の角度で並べ、曲げ梁に対応した面を作る。また木造曲げ梁は鉄骨のように三次元にねじることができないため、上から見たとき直線状に配置されている必要がある。

■ TARGET
分散所有の週末住宅は近年増加傾向にあり、様々な年代・
人数（子供連れ家族、老夫婦、外国人など）の人々が使う
ことになるため、柔軟な空間が必要となる。

■ CONCEPT - 不足の美 -

- 分散所有型週末住宅 -
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■ ISOMETRIC
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木造曲げ加工梁：杉 600x400mm
                          (50mmx12 積層 )

エントランス

木垂木：杉 1200x100mm
        ( せいの半分は梁に嵌合 )

構造用合板：9mm

ガルバリウム鋼板

三連引き戸：木建具
3600(1200x3)X2100mm
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トップライト

水回り以外の壁を取り除き、柱だけの簡素で柔軟な空間を作る。
　　移動できる家具や引き戸、高さの違う天井、周りの自然環
　　　境を用いて空間を変化させる。また、化粧材や装飾材を
　　　　　　そぎ落とすことで、北山杉を使った構造の美しさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が現れる。

- 簡素な空間 -
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自然素材 木建具 土間空間 庭（自然）

延べ床 :312 ㎡

－自然と調和する週末の住まい－


